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In the industrialization process in Germany and Japan, cooperative banks have taken a significant role 
to support local economy in the agricultural regions. In Germany it is Raiffeisen-kasse, born in the middle 
of  19th century, now Raiffeisenbank/VR Bank, and in Japan it is Sangyo-kumiai (cooperative), born in 
1900, now Japan Agricultural Cooperatives (JA). These cooperative banks kept developing after the second 
World War and high economic growth, making their central bank competitive to the biggest private banks 
in both countries. In spite of  many similarities in two countries, however, their social evaluation became 
critically divergent particularly in 21st century: in Japan claims on abolition the cooperatives have become 
louder, while in Germany, especially after Lehman-shock, the cooperatives got more evaluated as an 
important means of  sustainable development.   
Here we focus on the similar but divergent development of  cooperative banks in Germany and Japan, 
which have been seldom dealt in academic discussions, and examine why this kind of  divergence made 
its appearance through historical comparative study on two countries. Particularly we focus on the 
significance of  the community-based role of  cooperative banks which responds to the diversified local 
financial needs through their microcredit loans. We examined the continuity and disconnection of  this 
financial activities of  cooperative banks in the local economy through their historical development before 
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and after the War. As a result we could argue that on one hand in Japanese cooperative banks they have 
been exposed to the continuous political pressure that their financing would be limited only to agricultural 
loans, so that they could not adequately respond to the more diversified small credits. On the other hand 
in Germany, just as the example of  GLS Bank shows, they have developed methods to respond the more 


































































一つのドイツの金融の柱である貯蓄金庫・貯蓄銀行（Sparkasse）の研究 （ Trende 1957；三ツ石2000）
と比べても、協同組合銀行についての研究の多くは、関係する当事者による社史・伝記・報告書に
限定される（Raiffeisen, F.W. 1866, 1887, 1966；Deutscher Raiffeisenverband e.V. 1949；Hönekopp 1977；DZ 
Bank 2017：Stappel 2018；帝国農会1913；産業組合中央金庫 1927；ライファイゼン1966）。ライファイ
ゼン組合の誕生前後を分析した村岡の歴史研究（村岡1997）、ヨーロッパにおける協同組合について
の歴史研究であるファウストの大著（Faust 1965）、協同組合銀行の現在の組織と機能を分析した田渕
の研究（田渕 2010; 同2014） はあるものの、国内外を通じて少ない。
日本については、戦前の農村部における協同組合の役割に関しては個別事例研究を含め多くの歴史
































同組合（Genossenschaft）運動である （Faust 1965；村岡1997；Hönekopp 1977 ；Aschhoff  1985）。
協同組合は、国家でも企業でもない社会経済組織である。現在につながる協同組合を創設したヘル
マン・シュルツェ－デーリッチュ Hermann Schulze-Delitzsch （1808－1883）とフリードリヒ・ヴィルヘ
ルム・ライファイゼン Friedrich Wilhelm Raiffeisen（1818－1888）は、協同組合の基本理念について、「た
くさんの小さな力が集まると、一人だけではできない大きなことを達成することができる。そのため
に人はほかの人びとと結びついていくべきだ」（シュルツェ－デーリッチュ）、「一人はみんなのために、
みんなは一人のために（Einer für alle, alle für einen）」（ライファイゼン） と語っている。
協同組合は、団結を通じて小生産者を市場の混乱と窮乏化から守ることを意図し、人びとの力を
合わせることでリスクに対抗し、互いの向上を励ます（Schulze-Delitsch 1867；ders 1875；Raiffeisen 





















Yoko TANAKA & Hikaru TANAKA, Comparative Historical Study on Cooperative Banks in Japan and Germany 


































図1   ドイツの農村部における協同組合数の推移  1846～ 1935年


































































































銀行 協同組合 銀行 協同組合
1930 61% 0% 77% 0%
1934 52% 4% 75% 8%
1938 54% 5% 71% 6%
1942 56% 10% 77% 6%
1946 50% 21% 88% 8%
1950 65% 14% 70% 9%
1954 59% 13% 58% 12%
1958 57% 12% 57% 11%
1962 49% 14% 53% 13%
1966 48% 16% 51% 13%
1970 43% 17% 47% 13%
1974 40% 17% 46% 14%
1978 36% 17% 42% 13%






預金 貸付 資本金 預金 貸付 資本金
1946 145 146 327 38 2 0
1951 1506 1518 2401 179 42 11
1956 4764 4066 6626 441 173 33
1961 10332 9770 16060 1023 437 62
1966 23790 22046 35218 2986 1291 110
1971 52276 49048 75698 7275 3600 223
1976 104649 98672 162101 17778 8514 421
1981 168745 151214 249887 30374 11768 717
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農業資金 生活資金 農外事業 公共団体
1961 53.1% 17.2% 12.0%
1975 26.5% 28.2% 24.2% 7.5%
1980 27.5% 31.4% 20.9% 7.0%
1985 26.9% 31.9% 18.8% 6.1%
1990 20.2% 51.3% 17.7% 6.1%
















































UFJ 銀行の保有預金に匹敵する額となっている（三菱東京 UFJ 銀行2012）。
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図 3  全協同組合数と組合員数の推移  1948－1971年 










執を経て、「ドイツ協同組合・ライファイゼン協会 （Deutsche Genossenschafts- und Raiffeisenverband） 
（DGRV）」の傘下に入った。協同組合銀行も「ドイツ・フォルクスバンク・ライファイゼンバンク連
盟（Bundesverband der Deutschen Volksbanken und Raiffeisenbanken） （BVR） としてまとまった。
中央銀行の一元化も進んだ。各地の協同組合銀行を合併しながら、ドイツ協同組合中央金庫は1975














数の推移を1970年から2018年まで見たのが図 4 である。戦後25年間を見た図 3 同様、組合数が統合で
減少する一方、組合員数が21世紀まで一貫して増加していることがわかる。総資産、預金、融資の推
移を見ても、VR 銀行グループが一貫して右肩上りの大きな成長を続けてきたことがわかる（図 5 ）。
2018年にはライファイゼン協同組合の全組合員・出資者は1856万人となり、成人した全ドイツ人の
28% を占めるに到った3。他のすべての協同組合を含めるとその数は2270万人に達し、ドイツ人の34.3
％、 3 人に 1 人以上が協同組合員となっている（DZ Bank 2018）。協同組合がドイツの社会経済にい
かに根付いているかを示す数字と言えよう。
図 4   VR銀行グループの銀行数と組合員数  1970－2018年
図 5 　VR銀行グループの総資産額・預金額・融資額推移 1970－2018年
図4・5 出典  Entwicklung der Volksbanken und Raiffeisenbanken ab 1970, BVR  2019より作成
3 Institut der deutschen Wirtschaft (IW) の Bevölkerung nach Altersklassen, によると、20歳以上人口は6617万人。
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行が34.2% と最大であり、民間銀行の31.9%、貯蓄銀行（州立銀行含）の30.1% を上回る （図 6 ）。
図 6  ドイツにおける個人向・企業向全融資の銀行種類別内訳  2017年
出典  Bankenverband 2018；BVR 2018より作成 .
また協同組合融資の内訳をみると、短期融資が5.8%、 5 年未満の中期融資が5.8% なのに対し、 5
年以上の長期融資が88.4% を占める。協同組合は主に個人、また小規模企業や非営利団体に対する長
期融資を行うという特徴を持っているのである（BVR 2019b；BVR 2019; 田中2019）。
では実際にどのような少額融資が行われているのかについて、近年躍進が著しい協同組合銀行の一
つである GLS 銀行の融資を例にとってみよう（田中2014; 同2015; 同2019）。
GLS 銀行とは、正式名称を「融資と寄付のための共同体銀行（Gemeinschaftsbank für Leihen und 











（sozial und ökologisch）　な銀行活動を行う、世界ではじめてのユニバーサル・バンク」である（GLS 
2014）。





















GLS 銀行は協同組合の原則に則り、誰でも 1 口100ユーロを 5 口（約 6 万円4）以上出資すると組合
員になれる。出資金は長期融資に使われ、 5 年間は解約できないが、毎年 2 ～ 4 % の配当を得られ











図 8   GLS銀行の分野別融資先  （2019年第一四半期）
出典 GLS Bank 2019:22－27
歴史的な協同組合の精神を継いで「金はそこにいる人々のためにある」を融資原則とした GLS 銀
行は、実際どのような融資を行ったのか。GLS 銀行の公開情報にもとづき、2019年第一四半期の融資
事例をみてみよう （GLS Bank 2019:22-27）5。 
再生エネルギーの融資の多くは、小さな町村における地域のエネルギー自給のため、太陽光・風力
発電設備のために行われた。ヴェッター・アン・デア・ルールの市民エネルギー協同組合に13.9万ユ
4 1 ユーロ＝約120円（2017年 2 月）で計算。
5 それ以前の融資については田中2014、田中2015、田中2019を参照。
図 7　GLS銀行の発展 2001－2016年
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